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「
子
ど
も
が
笑
い
、
大
人

も
笑
う
大
阪
」「
中
小
企
業

が
活
き
活
き
し
、
商
い
の
栄

え
る
大
阪
に
」「
府
民
に
見

え
る
府
庁
で
、
府
民
の
た
め

に
働
く
職
員
と
、
主
役
の
府

民
が
育
て
る
大
阪
に
」
な
ど

を
公
約
に
掲
げ
て
、
橋
下
知

事
が
当
選
し
て
か
ら
、
３
カ

月
が
経
過
し
た
。
府
民
が
橋

下
知
事
に
期
待
を
寄
せ
た
の

は
、
府
財
政
危
機
を
打
開

し
、
く
ら
し
・
医
療
・
福
祉

・
教
育
・
子
育
て
・
中
小
企

業
へ
の
支
援
を
進
め
る
と
い

う
知
事
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
知
事
は
、
就
任

後
直
ち
に
「
大
阪
府
財
政
非

常
事
態
宣
言
」
を
し
、
平
成

20
年
度
か
ら
、「
収
入
の
範
囲

内
で
予
算
を
組
む
」「
財
政

健
全
化
団
体
に
な
ら
な
い
」

「
す
べ
て
の
事
業
、
出
資
法

人
及
び
公
の
施
設
を
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
見
直
す
」
と
表
明

し
、
去
る
４
月
11
日
に
「
財

政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案

（
Ｐ
Ｔ
案
）」
を
提
案
し
た
。

そ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
毎
年

１
１
０
０
億
円
前
後
の
歳
出

削
減
・
歳
入
確
保
を
掲
げ
、

平
成
22
年
度
ま
で
を
集
中
改

革
期
間
と
し
、
財
政
構
造
改

革
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
は
、
老
人
・
障

が
い
者
・
乳
幼
児
・
ひ
と
り

親
家
族
の
４
医
療
費
助
成
削

減
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
運

営
補
助
の
削
減
、
障
が
い
者

歯
科
診
療
・
夜
間
休
日
緊
急

歯
科
診
療
・
研
修
事
業
の
補

助
の
廃
止
や
削
減
、
小
学
校

１
・
２
年
生
の
35
人
学
級
を

40
人
学
級
に
す
る―

―

な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

「
子
ど
も
が
笑
い
、
大
人

も
笑
う
大
阪
」
の
公
約
の
完

全
な
否
定
で
あ
る
。

　

こ
の
試
案
は
、
夕
張
市
の

よ
う
に
「
財
政
健
全
化
団

体
」
に
転
落
し
な
い
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
。
し
か
し

現
状
は
、
そ
の
前
段
階
の

「
早
期
健
全
化
基
準
」
に
な

る
の
も
８
年
後
で
、
慌
て
て

今
年
度
か
ら
１
１
０
０
億
円

の
改
革
目
標
額
を
設
定
す
る

根
拠
は
な
い
。

　

府
財
政
危
機
の
原
因
は
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

地
方
財
源
圧
迫
と
、
関
空
の

二
期
事
業
や
り
ん
く
う
タ
ウ

ン
・
水
と
緑
の
健
康
都
市
・

阪
神
高
速
大
和
川
線
な
ど
大

型
開
発
優
先
、
乱
脈
な
同
和

行
政
の
結
果
に
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
は
、
地
方
公

共
団
体
の
目
的
を
「
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け

る
行
政
を
自
主
的
か
つ
総
合

的
に
実
施
す
る
役
割
を
広
く

担
う
も
の
と
す
る
」
と
定
め

て
い
る
。

　

７
月
府
議
会
に
向
け
て
、

府
民
生
活
を
守
る
運
動
を
広

げ
、
こ
の
試
案
は
廃
案
に
す

る
べ
き
で
あ
る
。

橋
下
知
事
Ｐ
Ｔ
案

府
民
の
世
論
ひ
ろ
げ
廃
案
に

　

協
会
の
三
島
地
区
は
10

日
、
新
点
数
説
明
会
を
高
槻

市
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
き
、
歯
科
医
師
ら
45
人

が
参
加
し
た
。

　

『
08
年
要
点
と
解
説
』
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
疑
義
解

釈
や
１
回
目
の
診
療
報
酬
の

請
求
を
終
え
て
出
て
き
た
不

明
点
や
協
会
に
寄
せ
ら
れ
た

質
問
、
例
え
ば
「
義
歯
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
の
算
定
時
期
と
ど
れ

を
算
定
す
る
の
か
」
な
ど
に

つ
い
て
小
澤
力
副
理
事
長
が

解
説
し
た
。
藤
井
佐
都
樹
社

保
研
究
部
副
部
長
が
改
定
症

例
と
、
う
蝕
処
置
や
Ｐ
処
な

ど
改
定
後
の
点
数
の
算
定
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
小
澤
氏
は
08
改
定

の
政
策
的
特
徴
と
し
て
、

「
全
体
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス

改
定
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
に
よ
る
歯
科
診
療
の

規
制
が
強
め
ら
れ
た
改
定
で

あ
っ
た
が
、
歯
科
本
体
部
分

０
・
42
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と

新
規
技
術
の
導
入
は
会
員
の

協
力
と
協
会
・
保
団
連
の
運

動
の
成
果
で
あ
り
、
今
後
も

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

齢
者
医
療
制
度
で
は
マ
ス
コ

ミ
が
連
日
特
集
す
る
な
ど
、

医
療
機
関
だ
け
で
な
く
全
国

で
抗
議
の
声
が
押
し
寄
せ
て

い
る
。
制
度
を
中
止
・
撤
回

さ
せ
る
に
は
、
署
名
が
大
き

な
力
に
な
る
」
と
協
会
が
取

り
組
む
請
願
署
名
へ
の
協
力

を
訴
え
た
。

　

新
点
数
に
つ
い
て
は
、
協

会
機
関
紙
で
紹
介
し
た
疑
義
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協
会
の
泉
州
地
区
準
備
会

は
４
月
26
日
、
新
点
数
説
明

会
を
浪
切
ホ
ー
ル
で
開
き
、

歯
科
医
師
ら
41
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
吉
田
裕
志
副
理

事
長
と
土
田
仁
氏
（
社
保
研

究
部
員
・
評
議
員
）
が
務
め

た
。

　

吉
田
氏
は
08
改
定
の
特
徴

と
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障

政
策
を
解
説
し
、「
後
期
高

　

四
條
畷
市
へ
の
要
請
の
な

か
で
、
同
市
議
会
か
ら
、

「
大
阪
府
財
政
再
建
プ
ロ
グ

ラ
ム
試
案
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
が
出
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
６
月
議
会

で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
臨
時
議
会
で
意
見

書
が
採
択
さ
れ
た
。
意
見
書

で
は
、
４
医
療
費
助
成
の
削

減
が
市
民
に
影
響
し
、
特
に

弱
者
の
生
活
を
直
撃
す
る
も

の
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
案
に
つ
い
て
は
、
大

阪
府
議
会
で
も
自
民
・
民
主

・
公
明
の
３
会
派
が
、
医
療

・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
削
減

に
反
対
す
る
対
案
を
発
表
し

て
い
る
。

　

協
会
は
、
橋
下
府
知
事
が

発
表
し
た
財
政
再
建
プ
ロ
グ

ラ
ム
試
案
（
以
下
、「
Ｐ
Ｔ

案
」）が
、
府
民
の
く
ら
し
や

安
全
に
関
わ
る
重
大
な
問
題

を
は
ら
ん
で
い
る
と
し
て
、

大
阪
府
下
の
各
自
治
体
に
対

し
て
、「
Ｐ
Ｔ
案
」
の
見
直
し

を
府
に
求
め
る
意
見
書
を
採

択
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

解
釈
や
『
08
年
要
点
と
解

説
』
を
も
と
に
、
解
説
し

た
。
施
設
基
準
の
縛
り
を
強

く
す
る
こ
と
で
、
審
査
・
指

導
に
移
行
し
や
す
く
な
る
な

ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　

土
田
氏
は
、
新
設
さ
れ
た

歯
科
疾
患
管
理
料
や
Ｇ
Ｔ
Ｒ

・
Ｓ
Ｐ
Ｔ
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
症
例
に
基
づ
い
て

算
定
方
法
を
説
明
し
た
。

　

協
会
の
大
阪
市
西
部
・
東

部
地
区
は
４
月
19
日
、
新
点

数
説
明
会
と
総
会
を
、
大
阪

駅
前
第
３
ビ
ル
で
開
い
た
。

　

説
明
会
で
は
、
吉
田
裕
志

副
理
事
長
と
玉
川
明
弘
氏

（
社
保
研
究
部
員
・
評
議

員
）
が
『
08
年
要
点
と
解

説
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
最
新

の
情
報
を
交
え
て
解
説
し
、

91
人
が
参
加
し
た
。

　

吉
田
氏
は
、「
小
泉
構
造

改
革
の
影
響
が
歯
科
界
に
押

し
寄
せ
て
き
て
い
る
。
施
設

基
準
に
よ
る
縛
り
が
増
え
る

な
か
で
、
厚
労
省
の
方
針
に

従
え
な
い
歯
科
医
院
は
廃
院

せ
よ
と
い
う
方
向
で
医
療
費

抑
制
政
策
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
、
厚
労
省
交
渉
な
ど
の

運
動
を
強
め
て
い
く
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　

新
点
数
説
明
会
終
了
後
に

開
か
れ
た
総
会
に
は
、
19
人

が
参
加
し
た
。
①
地
区
会
員

間
や
東
部
・
西
部
地
区
間
の

交
流
を
図
る
②
地
域
住
民
の

健
康
を
守
る
③
医
科
歯
科
の

連
携
を
強
化
す
る―

―

を
主

な
内
容
と
す
る
08
年
度
方
針

（
案
）
や
07
年
度
活
動
の
ま

と
め
、
収
支
報
告
な
ど
の
全

議
案
を
、
参
加
者
の
全
員
一

致
で
承
認
し
た
。

　

協
会
の
南
河
内
地
区
は
、

総
会
と
新
点
数
説
明
会
を
４

月
19
日
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
で

開
き
、
52
人
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
藤
井
佐
都
樹
地

区
責
任
者
が
「
地
区
で
取
り

組
ん
で
欲
し
い
講
習
会
な
ど

の
要
望
を
寄
せ
て
欲
し
い
」

と
地
区
活
動
へ
の
協
力
を
呼

び
掛
け
た
。

　

地
区
活
動
で
は
、「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
」
自
治
体
意
見
書
採

択
や
、
診
療
報
酬
改
善
の
た

め
の
院
長
署
名
の
取
り
組
み

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
次
期

活
動
と
し
て
は
、
引
き
続
き

自
治
体
意
見
書
採
択
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
、
地
区
講
習

会
活
動
の
強
化
な
ど
の
方
針

を
確
認
し
た
。

　

伊
津
進
弘
理
事
長
が
閉
会

挨
拶
し
、「
地
区
活
動
を
活
性

化
し
、
会
員
の
身
近
で
役
に

立
つ
地
区
に
」
と
訴
え
た
。

　

総
会
後
は
、
新
点
数
説
明

会
を
開
き
、
歯
科
医
療
を
取

り
巻
く
情
勢
や
、
08
改
定
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

三島地区

不明点・質問を解説

新点数説明会開く

大阪府ＰＴ案

協会 府下自治体に要請

四條畷が意見書

泉州地区
準 備 会

政
府
医
療
政
策
を
解
説

署
名
力
に
制
度
改
善
を

大阪市西部
・東部地区

総
会
と
点
数
説
明
会

会
員
交
流
な
ど
の
方
針

南河内地区

旺盛な講習会開催を

地区活動の活性化

改定症例を説明する藤井氏
＝10日、高槻市内　　　　

質疑応答を行う吉田氏（右）と土田氏（左）
＝４月26日、岸和田市内　　　　　　　

91人が参加した東部・西部地区
＝４月19日、大阪市内　　　　

熱心に話を聞く参加者　
＝４月19日、富田林市内
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